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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

　

回次
第101期

第２四半期累計期間

第102期

第２四半期

連結累計期間

第101期

会計期間
自　2019年４月１日

至　2019年９月30日

自　2020年４月１日

至　2020年９月30日

自　2019年４月１日

至　2020年３月31日

売上高 (千円) 303,517 521,253 587,700

経常損失(△) (千円) △102,081 △105,265 △293,156

当期純利益又は四半期純損失(△) (千円) △119,061 ― 117,623

親会社株主に帰属する
四半期純損失(△)

(千円) ― △110,847 ―

四半期包括利益又は包括利益 (千円) ― △110,726 ―

純資産額 (千円) 2,251,496 1,953,933 2,064,663

総資産額 (千円) 2,428,564 2,158,996 2,216,181

１株当たり当期純利益金額
又は四半期純損失金額(△)

(円) △1.18 △1.10 1.17

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 92.7 90.5 93.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △123,591 △54,742 △129,622

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 15,708 △39,457 641,227

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △30 △92 △63

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 288,535 813,698 907,990
 

 

回次
第101期

第２四半期会計期間

第102期

第２四半期

連結会計期間

会計期間
自　2019年７月１日

至　2019年９月30日

自　2020年７月１日

至　2020年９月30日

１株当たり四半期純損失金額(△) (円) △0.37 △0.47
 

　
(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税及び地方消費税(以下「消費税等」という)は含まれておりません。

３　当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、第101期第２四半期連結累

計期間及び第101期連結会計年度に代えて、第101期第２四半期累計期間及び第101期事業年度について記載

しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載して

おりません。
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２ 【事業の内容】

第１四半期連結会計期間におきまして、株式会社なごみ設計の株式を取得したことにより、第１四半期連結会計期

間より同社を連結の範囲に含めております。

第１四半期連結会計期間におきまして、報告セグメントを「ニッケル事業」、「不動産事業」、「教育事業」及び

「リフォーム関連事業」の４つのセグメントに変更しております。詳細は「第４　経理の状況　1　四半期連結財務

諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

（継続企業の前提に関する重要事象等）

当社は前期2020年３月期に投資有価証券の売却により、最終当期純利益を確保したものの、営業損失やマイナスの

営業キャッシュ・フローを計上しました。2021年３月期においては、2020年４月１日に株式会社なごみ設計を子会社

化し、売上増や営業利益の黒字化を目指して取り組んでおりましたが、コロナショックの影響が長引き、想定以上に

ニッケル事業をはじめとする売上の落ち込みが続いており、2021年３月期第２四半期においては、当社グループとし

て営業損失、四半期純損失を計上しております。このため「継続的な営業損失又は営業キャッシュ・フローのマイナ

ス」が見込まれ、2021年３月期第２四半期においては、継続企業の前提に関する重要事象等が存在しております。当

社グループはこの状況を一刻も早く解消するために、新たな資金調達も念頭に置きながら、新規事業の実現化に向け

て着手しております。また、子会社化した株式会社なごみ設計におきましても、戦略的な事業拡大を推進しておりま

す。

なお資金計画においては、重要な不確実性は認められないため、継続企業の前提に関する注記の必要はないものと

判断しております。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

なお、当社グループは、第１四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期等との比較

については記載しておりません。

 
（１）財政状態

当第２四半期連結会計期間末の資産につきましては、流動資産は1,960百万円となりました。主な内訳は、現金及

び預金828百万円、商品及び製品755百万円であります。固定資産は198百万円となりました。主な内訳は、のれん93

百万円であります。　

当第２四半期連結会計期間末の負債につきましては、流動負債は124百万円となりました。主な内訳は、支払手形

及び買掛金41百万円、未払法人税等34百万円であります。固定負債は80百万円となりました。

　当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、1,953百万円となり、自己資本比率は90.5％となりました。

 
（２）経営成績

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、国内外で拡大する新型コロナウイルス感染症の影響が継続して

おり、その収束は依然として見通せない状況にあり、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

このような状況の下、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高521百万円、営業損失133百万円、経常損失105

百万円、親会社株主に帰属する四半期純損失110百万円となりました。

 
　セグメントの業績は次の通りであります。

　①　ニッケル事業

前年同期に比べ販売数量が減少したことにより、売上高は246百万円となりました。セグメント利益（営業利益）

は22百万円となりました。

 ②　不動産事業

販売用不動産の売却収入等があり、売上高は107百万円となりました。セグメント利益（営業利益）は10百万円と

なりました。

 ③　教育事業

前期で事業が終了し、フランチャイズのロイヤルティーのみで売上高は３百万円となりました。セグメント損失

（営業損失）は、10百万円となりました。

 ④　リフォーム関連事業

売上高は164百万円となりました。セグメント損失（営業損失）は、13百万円となりました。
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 (３) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、813百万円と期首より

94百万円減少となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果減少した資金は54百万円となりました。その主な要因は、税金等調整前四半期純損失が107百万

円、仕入債務の減少額117百万円に対し、たな卸資産の減額175百万円等があったことを反映したものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果減少した資金は39百万円となりました。その主な要因は、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の

取得による支出70百万円に対し、預け金の回収による収入30百万円等があったことを反映したものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果減少した資金は0.09百万円となりました。その要因は、配当金の支払額0.08百万円等があったこ

とを反映したものであります。

 　

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

 

（５）研究開発活動

該当事項はありません。

 

 （６）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありませ

ん。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 200,000,000

計 200,000,000
 

(注)「発行可能株式総数」欄には、2020年９月30日現在の当社定款に記載されている株式の総数を記載しておりま

す。

 
② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 100,593,749 100,593,749
東京証券取引所
(市場第一部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 100,593,749 100,593,749 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

　

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。
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(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年７月１日
～

2020年９月30日
 

─ 100,593,749 ─ 1,500,000 ─ 5,029

 

 

(5) 【大株主の状況】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社エルアイイーエイチ 東京都江東区南砂２－36－11 15,057 14.97

ツバメ工業株式会社 愛媛県四国中央市川之江町2415 4,995 4.97

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２－11－３ 4,248 4.22

品　田　守　敏 神奈川県横浜市中区 2,300 2.29

株式会社日本カストディ銀行(信
託口５)

東京都中央区晴海１－８－12 1,787 1.78

小　菅　守 東京都江東区 1,500 1.49

前 田 喜 美 子 北海道河東郡 1,458 1.45

望　月　保　幸 千葉県流山市 1,313 1.31

株式会社日本カストディ銀行(信
託口)

東京都中央区晴海１－８－12 1,127 1.12

株式会社日本カストディ銀行(信
託口６)

東京都中央区晴海１－８－12 914 0.91

計 ― 34,701 34.50
 

(注)　上記のほか当社所有の自己株式１千株があります。
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 ―

権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

1,600

完全議決権株式(その他)
普通株式

1,005,325 同上
100,532,500

単元未満株式
普通株式

― 同上
59,649

発行済株式総数 100,593,749 ― ―

総株主の議決権 ― 1,005,325 ―
 

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が7,766株(議決権77個)含ま

れております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式45株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エス・サイエンス

東京都中央区銀座八丁目９
番13号

1,600 ─ 1,600 0.00

計 ― 1,600 ─ 1,600 0.00
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（1）役職の異動

 
新役職名 旧役職名 氏名 異動年月日

取締役社長 取締役副社長 福村 康廣 2020年９月29日

常務取締役 取締役社長 甲佐 邦彦 2020年９月29日
 

 

EDINET提出書類

株式会社エス・サイエンス(E01300)

四半期報告書

 8/22



第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

なお、当社は第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報を記載しておりませ

ん。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、ＫＤＡ監査法人により四半期レビューを受けております。

 

３. 四半期連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組について

当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組を行っております。具体的には、会計基準等の内容

を適切に把握し、また会計基準等の変更等について的確に対応するための体制を整備するため、各種セミナーや研修

に参加しております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

          (単位：千円)

          
当第２四半期連結会計期間

(2020年９月30日)

資産の部  

 流動資産  

  現金及び預金 828,698

  受取手形及び売掛金 180,965

  有価証券 137,227

  商品及び製品 755,527

  仕掛品 9,443

  その他 51,561

  貸倒引当金 △2,797

  流動資産合計 1,960,626

 固定資産  

  有形固定資産 6,303

  無形固定資産  

   のれん 93,042

   無形固定資産合計 93,042

  投資その他の資産  

   その他 143,719

   貸倒引当金 △44,696

   投資その他の資産合計 99,022

  固定資産合計 198,369

 資産合計 2,158,996

負債の部  

 流動負債  

  支払手形及び買掛金 41,230

  短期借入金 3,000

  未払法人税等 34,404

  賞与引当金 2,045

  その他 43,819

  流動負債合計 124,499

 固定負債  

  役員退職慰労引当金 62,400

  退職給付に係る負債 14,685

  資産除去債務 1,622

  その他 1,853

  固定負債合計 80,562

 負債合計 205,062
 

 

EDINET提出書類

株式会社エス・サイエンス(E01300)

四半期報告書

10/22



 

          (単位：千円)

          
当第２四半期連結会計期間

(2020年９月30日)

純資産の部  

 株主資本  

  資本金 1,500,000

  資本剰余金 821,313

  利益剰余金 △367,412

  自己株式 △88

  株主資本合計 1,953,812

 その他の包括利益累計額  

  その他有価証券評価差額金 121

  その他の包括利益累計額合計 121

 純資産合計 1,953,933

負債純資産合計 2,158,996
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 521,253

売上原価 441,279

売上総利益 79,973

販売費及び一般管理費 ※  213,448

営業損失(△) △133,474

営業外収益  

 受取利息 0

 受取配当金 4,038

 貸倒引当金戻入額 697

 有価証券評価益 20,335

 受取賃貸料 2,997

 その他 1,243

 営業外収益合計 29,311

営業外費用  

 その他 1,102

 営業外費用合計 1,102

経常損失(△) △105,265

特別損失  

 子会社株式評価損 2,707

 特別損失合計 2,707

税金等調整前四半期純損失(△) △107,973

法人税、住民税及び事業税 2,874

法人税等合計 2,874

四半期純損失(△) △110,847

非支配株主に帰属する四半期純利益 -

親会社株主に帰属する四半期純損失(△) △110,847
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純損失(△) △110,847

その他の包括利益  

 その他有価証券評価差額金 120

 その他の包括利益合計 120

四半期包括利益 △110,726

（内訳）  

 親会社株主に係る四半期包括利益 △110,726

 非支配株主に係る四半期包括利益 -
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

 税金等調整前四半期純損失(△) △107,973

 減価償却費 1,276

 のれん償却額 4,896

 子会社株式評価損 2,707

 有価証券評価損益（△は益） △20,335

 受取利息及び受取配当金 △4,038

 退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,016

 役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,460

 貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,346

 売上債権の増減額（△は増加） 47,240

 仕入債務の増減額（△は減少） △117,837

 たな卸資産の増減額（△は増加） 175,184

 前渡金の増減額（△は増加） △35,670

 前払費用の増減額（△は増加） 377

 未収入金の増減額（△は増加） △2,164

 預け金の増減額（△は増加） △904

 未払金の増減額（△は減少） △11,211

 未払費用の増減額（△は減少） △1,853

 預り金の増減額（△は減少） 13

 前受金の増減額（△は減少） 4,153

 未収又は未払消費税等の増減額（△は減少） 6,988

 
未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は
減少）

△3,124

 その他 10,336

 小計 △50,808

 利息及び配当金の受取額 3,420

 法人税等の支払額 △7,354

 営業活動によるキャッシュ・フロー △54,742

投資活動によるキャッシュ・フロー  

 
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

△70,382

 出資金の回収による収入 250

 預け金の回収による収入 30,000

 敷金及び保証金の回収による収入 1,397

 その他 △722

 投資活動によるキャッシュ・フロー △39,457
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          (単位：千円)

          当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー  

 配当金の支払額 △89

 その他 △2

 財務活動によるキャッシュ・フロー △92

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △94,292

現金及び現金同等物の期首残高 907,990

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  813,698
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　　第１四半期連結会計期間より、株式会社なごみ設計の株式を取得したため、連結の範囲に含めております。

 
(追加情報)

(四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

　当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。四半期連結財務諸表作成のための基

本となる重要な事項は以下のとおりであります。

１．連結の範囲に関する事項

　（１）連結子会社の数　１社

　　　　連結子会社の名称

　　　　株式会社なごみ設計

　（２）非連結子会社の数　２社

　　　　非連結子会社の名称

　　　　志村産業株式会社

　　　　株式会社ガイド

 志村産業株式会社は、小規模であり、合計の総資産、売上高、四半期純損益及び利益剰余金等は、いずれも四半

期連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないため、連結の範囲に含めておりません。株式会社ガイドは2020年３

月31日の株主総会の決議により解散し、現在清算手続き中のため、連結の範囲に含めておりません。

 
２．有価証券の評価基準及び評価方法

 (1) 子会社株式及び関連会社株式

     移動平均法による原価法

 (2) 売買目的有価証券

     時価法(売却原価は移動平均法により算定)

 (3) その他有価証券

     時価のあるもの

決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算

定)

　　　時価のないもの

　　　移動平均法による原価法

 
３.　たな卸資産の評価基準及び評価方法

 評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっております。

　(1) 商品、製品、原材料及び仕掛品

　　　(ニッケル事業)

　　　 先入先出法

　　　(その他の事業)

　　　 先入先出法

　(2) 貯蔵品

　　　先入先出法

　(3) 販売用不動産

　　　個別法

　(4) 未成工事支出金

     個別法
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４.　固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

 定率法(ただし、1998年４月１日以降に取得した建物(附属設備は除く)並びに2016年４月１日以降に取得した建物

附属設備及び構築物については定額法)を採用しております。

 なお、主な耐用年数は以下のとおりです。

 建物及び構築物   10年～50年

 機械装置及び車両運搬具 ２年～10年

 また、2007年３月31日以前に取得したものについては、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で均

等償却する方法によっております。

　(2) 無形固定資産

　　 定額法を採用しております。

　 なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づいております。

　(3) リース資産

   所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

   リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する定額法によっております。

 

５．引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

 売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債

権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。

　(2) 賞与引当金

 従業員の賞与の支給に備えるため、支給見込額を計上しております。

　(3) 退職給付引当金

 当社は、従業員の退職給付に備えるため、当四半期連結会計期間までにおける退職給付債務の見込額に基づき計

上しております。

　(4) 役員退職慰労引当金

 役員の退職慰労金の支給に充てるため、取締役会の内規に基づき計上しております。

　(5) 工事損失引当金

 工事受注契約に係る将来の損失に備えるため、工事受注契約に係る損失見込額を計上しております。

 
６．のれんの償却方法及び償却期間

10年間の定額法により償却しております。

 
７．完成工事高及び完成工事原価の計上基準

 完成工事高の計上は、当連結会計年度末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事

進行基準（工事の進捗率の見積もりは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しておりま

す。

 
８. 四半期連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負

わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期的な投資からなっております。

 
９．その他四半期連結財務諸表作成のための重要な事項

　(1) 消費税等の会計処理

 消費税及び地方消費税の会計処理は税抜き方式を採用しております。

　(2) 販売用不動産について

 販売用不動産のうち一定基準を超える特定物件に関わる借入金利息を当該たな卸資産の取得価額に算入する方法

を採用しております。
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 (会計上の見積もりを行う上での新型コロナウイルス感染症の影響の考え方)

 （リフォーム関連事業）

 のれんに関する新型コロナウイルス感染拡大に関する影響は、企業結合日の経営状況等を勘案して会計上の見積

りを行っており、当四半期連結会計期間末において当該事業の見積りの要素を大きく変更する状況には至っていな

いと考えております。しかしながら、今後、経済状況がさらに悪化した場合、のれんの評価等の会計上の見積り金

額に影響を及ぼす可能性があります。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
 
 

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

給与手当等 67,807千円

租税公課 40,557千円

減価償却費 6,173千円

賞与引当金繰入額 2,045千円

退職給付引当金繰入額 1,016千円

役員退職慰労引当金繰入額 1,460千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲載されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。　　

 
 
 

当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

現金及び預金 828,698千円

拘束性預金 △15,000千円

現金及び現金同等物 813,698千円
 

 

(株主資本等関係)

当第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

 【セグメント情報】

Ⅰ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント

合計

ニッケル事業 不動産事業 教育事業
リフォーム
関連事業

売上高      

  外部顧客への売上高 246,094 107,508 3,457 164,193 521,253

計 246,094 107,508 3,457 164,193 521,253

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

22,310 10,837 △10,789 △13,692 8,666
 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項)

 (単位：千円)

利　益 金額

報告セグメント計 8,666

全社費用(注) △142,140

四半期連結損益計算書の営業損失(△) △133,474
 

 (注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「リフォーム関連事業」セグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に、株式会社なごみ設計の株式を取得し連

結子会社化したことに伴い、のれんが93,042千円増加しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は次のとおりであります。

 

項目

当第２四半期連結累計期間

（自　2020年４月１日

至　2020年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△）(円) △1.1

(算定上の基礎)  

親会社株主に帰属する四半期純損失金額
（△）(千円)

△110,847

普通株主に帰属しない金額（千円） ─

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純損失金額（△）（千円）

△110,847

普通株式の期中平均株式数（千株） 100,592
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月13日

株式会社エス・サイエンス

取締役会  御中

ＫＤＡ監査法人

 東京都中央区
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 関　　 本        享 印

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 毛    利        優 印

 

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エス・

サイエンスの2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から

2020年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エス・サイエンス及び連結子会社の2020年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表

示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないか

どうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書におい

て四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査

人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企

業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じ

させる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガー

ドを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　 以　　上

 
 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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